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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、精子形成、胚着床、神経ネットワーク形成、および腫瘍の進行に重要な細胞膜タンパク質です。また、コードされるタンパク質は免疫グロブリンスーパーファミリーのメンバーでもあります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2008年7月],機能:精子形成、胚着床、神経ネットワーク形成、および腫瘍の進行に極めて重要な役割を果たします。隣接する線維芽細胞を刺激してマトリックスメタロプロテアーゼ（MMPS）を産生します。モノカルボキシレートトランスポーターSLC16A1、SLC16A3、およびSLC16A8を網膜色素上皮および神経網膜の細胞膜に標的とする可能性があります。オリゴマンノース型グリカンの受容体であると考えられます。in vitroでは、アストロサイトの突起の伸展を促進します。,誘導:腫瘍細胞の表面に豊富に存在します。神経膠腫において発現が上昇する。その発現レベルは腫瘍の悪性度と相関する。,オンライン情報：血液型抗原遺伝子変異データベース,PTM：N-グリコシル化,類似性：Ig様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含む。,類似性：Ig様V型（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含む。,細胞内局在：SLC16A1およびSLC16A8と共局在する（類似性による）。質量分析法により、ステージIからステージIVまでのメラノソーム分画で同定された。,サブユニット：細胞膜上でシス依存的にホモオリゴマーを形成する。腫瘍細胞表面でMMP1と複合体を形成する。SLC16A1およびSLC1A3と相互作用する。おそらくBSG二量体はモノカルボキシレートトランスポーター二量体と関連している。 ATP1B2、MAG、L1CAMと相互作用する（相同性による）。AJAP1と相互作用する。,組織特異性：脳の非腫瘍領域では血管内皮にのみ存在するが、悪性神経膠腫では腫瘍細胞には存在するものの増殖血管には存在しない。,
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	EMMPRINポリクローナル抗体を用いたHeLa細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈されました。
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
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